
第３学年 国語科学習指導案
３年Ａ組 ２８名

指導者 福井 光恵

１ 単元名 伝えよう！民話・昔話のひみつ
『三年とうげ』（光村図書 ３年下）

２ 指導にあたって

学習者は，話すことや読書が好きで，日々の出来事や楽しかったことを教師や友達と話したり，自分の

好きなジャンルの本を時間いっぱい読んだりしている。しかし，読む本の種類に偏りが見られ，読んだ本

のよさを理由付けて話せる学習者は少ない。学習者は，これまで「読むこと」の学習を通して，叙述を基

にしながら場面ごとの様子や登場人物の気持ちを読み取り，想像して，自分なりの考えをもつことができ

るようになってきた。しかし，学習者自身で構成を意識しながら物語全体を捉え，その物語のよさを見付

けるまでには至っていない。そこで本単元では，叙述を基にして物語を読み深めながら，登場人物の気持

ちの変化や性格，情景について場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができるようにして

いきたい。また，構成を意識しながら物語全体を捉え，その物語のよさを見付けることを通して，文章か

ら読み取ったことを使って自分の言葉で思いや考えを表現できる力を養いたいと考え，本単元を設定した。

本単元では，『三年とうげ』を扱う。『三年とうげ』は，朝鮮半島に伝わる民話である。物語に出てくる

言い伝えがリズムよく表現されている楽しさ，トルトリの機転の利いた対応で不幸が幸せに転じたとんち

の側面など，場面の様子を具体的に想像しながら，楽しんで読むことができる教材である。また，本教材

は物語の組み立てがはっきりしており，四つの場面ごとの違いが分かりやすく，登場人物の変化がつかみ

やすい。これらのことから，登場人物の行動などを読み取りながら登場人物の心情を考え，物語を読むこ

とのおもしろさを発見して想像豊かに読ませたい。そして，物語全体を捉え直すことにより，『三年とう

げ』のよさを見付けることができるようにしたい。

本単元における学習者の目標は，自分が選んだ民話・昔話のひみつを紹介するリーフレットを作り，友
達に紹介することである。教室に民話・昔話作品コーナーを設置し，興味・関心をもちながら並行読書が
できるようにする。『三年とうげ』の学習を通して，読むことのおもしろさを感じ，他の民話・昔話へと
読み広げていくことができるようにしたい。第一次では，本単元の学習計画を立てる。第二次では，叙述
を基に，登場人物の変化を捉えることができるようにするとともに，複合語，擬音語・擬態語にも着目し，
言語感覚を豊かにしていく。『三年とうげ』で見付けたおもしろさを，「話の設定」「登場人物の変化」「登
場人物の行動や様子」「言葉の使い方」等といった観点で捉えさせていく。そして，おもしろさの観点を
書いた付箋を本文や自分の選んだ民話や昔話にも貼っていくようにする。友達との対話の場面では，付箋
や手引き等を活用し，物語のおもしろさについて自分の考えを話し合うことで，一人一人が思考を広げ，
深められるようにしたい。主体的・対話的な学びを通して，それぞれの見方・考え方のよさや表現のよさ
に気付かせるとともに，「一番伝えたいおもしろさのひみつ」について自分の考えを明確にしたり，作品
への理解を深めたりできるようにする。第三次では，作成したリーフレットを友達と読み合うことで，自
分と他者の考え方に違いがあることに気付き，さらに自分の思いや考えを広げたり深めたりする機会とし
たい。これらの学習を通して，「読むこと」の楽しさを味わわせるとともに，自分の思いや考えを表現す
る力の育成を図っていきたい。

３ 単元の目標
(1) 活動目標 民話・昔話のおもしろさのひみつリーフレットを作って，伝え合おう

(2) 指導目標と単元の評価規準

指導目標 評価規準 評価の観点

○様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量 ○様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を 知識・技能

を増し，話や文章の中で使い，語彙を豊か 増し，話や文章の中で使い，語彙を豊かにし (1)オ

にすることができるようにする。 ている。

○登場人物の気持ちの変化や性格，情景につ ○「読むこと」において，登場人物の気持ちの 思考･判断･表現

いて，場面の移り変わりと結び付けて具体 変化について，場面の移り変わりと結び付け Ｃ(1)エ

的に想像することができるようにする。 て具体的に想像している。

○文章を読んで感じたことや考えたことを共 ○「読むこと」において，文章を読んで感じた 思考･判断･表現

有し，一人一人の感じ方などに違いがある ことや考えたことを共有し，一人一人の感じ Ｃ(1)カ

ことに気付くことができるようにする。 方などに違いがあることに気付いている。

○言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く ○進んで，登場人物の気持ちの変化について想 主体的に学習に

読書をし，国語を大切にして，思いや考え 像しようとし，学習課題に沿って，リーフレ 取り組む態度

を伝え合おうとする態度を育てる。 ットを書いたり，紹介したりしようとしてい

る。



４ 単元の構想と評価計画

学習活動と学習者の意識（全 10 時間） 主な指導・支援 評価規準
○学習者の興味や読む力

事前 学級で民話・昔話を読み，関心・意欲を高める。 に合わせた民話や昔話
を用意する。

○紹介したい本を事前に
一冊選ばせておくこと
により，学習者が見通
しをもてるようにする。

第一次 民話・昔話のリーフレットを作る計画を立て，お気に入り
の一冊を選び，『三年とうげ』を読む。・・・・・・・１時間 ○リーフレット作りを提 ○活動に興味・関心をも

案し，『桃太郎』での ち，進んで活動に取り
見本を提示し，ゴール 組んでいる。
をイメージすることが （発言・観察）
できるようにする。

○範読を聞いた後に，登
場人物やあらすじなど
を簡単に把握させる。

○物語を四つのまとまり
に分け，組み立てを捉

第二次 叙述を基に登場人物の気持ちを想像したり，おもしろさの えられるようにする。
観点に着目しながら，『三年とうげ』を読む。

・・・・・・・・６時間（本時６／６）
①第一場面「始まり」の部分で，おもしろさのひみつを見付ける。 ○学習者が登場人物の気 ○叙述を基に，三年とう

持ちを考えやすいよう げの美しさと，言い伝
に，ワークシートの吹 えの恐ろしさを読み取
き出しは，セリフを書 っている。
いてもよいことにする。 （ワークシート・発言）

○理由の書き方や話合い
の仕方の手引きを活用
する。

②第二場面「出来事（事件）が起こる」の部分で，おもしろさのひ ○叙述を基に，言い伝え
みつを見付ける。 ○学習者が登場人物や物 を信じて病気になって

語への考えを深められ しまうおじいさんの気
るように，毎時間ペア 持ち等を読み取ってい
や班で話合いの時間を る。
設ける。 （ワークシート・発言）

○毎時間，おもしろいと
思う叙述に線を引かせ，
それはおもしろさのど

③第三場面「出来事（事件）が解決する」の部分で，おもしろさの の観点かを示すように ○叙述を基に，トルトリ
ひみつを見付ける。 する。 の機転の利いた対応で

変化したおじいさんの
○毎時間，学習者の発言 気持ちの変化を読み取
を整理して板書するこ っている。
とによって，自分の意 （ワークシート・発言）
見と他の意見を比較で
きるようにする。

④第四場面「むすび」の部分で，おもしろさのひみつを見付ける。 ○物語が四つのまとまり ○叙述を基に，すっかり
に分かれていることを 元気になって三年とう
再確認し，『三年とう げを転んでいるおじい
げ』の組み立てを確実 さんの気持ちを読み取
に捉えられるようにす っている。
る。 （ワークシート・発言）

○民話・昔話の組み立て
を理解している。
（発言等）

⑤第二場面と第四場面を比べて読み，おもしろさのひみつを見付け ○登場人物の気持ちや様 ○様子や行動，気持ちや
る。 子，行動等を比べて読 性格を表す語句の量を

み，組み立てについて 増し，語彙を豊かにし
もおもしろさの観点を ている。
捉えられるようにする。 （ワークシート・発言）

○『三年とうげ』の中で，
「一番伝えたいおもし
ろさのひみつ」と「そ
の理由」を書かせてお
く。

⑥物語全体を通しての「一番伝えたいおもしろさのひみつ」と「そ ○物語のおもしろさを見 ○『三年とうげ』のおも
の理由」を話し合い，自分の考えを再考する。 付ける観点を確認し， しろさに対する自分の

「一番伝えたいひみつ」 考えをもち，話し合う
と「その理由」を伝え ことによって，一人一
合うことで，一人一人 人の感じ方などに違い
の感じ方の違いに気付 があることに気付いて
かせる。 いる。

（ワークシート・発言
・観察）

第三次 民話・昔話のおもしろさのひみつリーフレットを作り，紹 ○リーフレットの書き方 ○登場人物の気持ちの変
介する。 ・・・・・・・・３時間 の手引きを示し，選ん 化を想像したり，おも

①②自分が選んだ民話・昔話をリーフレットにまとめる。 だ民話や昔話の組み立 しろさの観点に着目し
てを捉えながらあらす ながら，学習課題に沿
じを書いたり，おもし って，物語の感想（リ
ろさの観点に着目しな ーフレット）を書くこ
がら，おもしろさのひ とができている。
みつを紹介する文章を （発表・リーフレット）
書いたりできるように
する。

③友達にリーフレットを紹介し，感想を伝え合う。 ○リーフレットをタブレ ○進んで友達にリーフレ
ットで写真に撮って共 ットを紹介しようとし
有する。 ている。（発言等）

○感想を書く観点を示す ○一人一人の感じ方など
ことにより，感想をも に違いがあることに気
ち，一人一人の感じ方 付いている。
の違いに気付くことが （タブレット）
できるようにする。
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わ た し は ， こ の
お も し ろ さ の ひ み
つ が 欠 か せ な い と
思うな。

民 話 や 昔 話 の お
も し ろ さ の ひ み つ
っ て ， た く さ ん あ
るんだなあ。

自 分 の 意 見 と 友
達 の 意 見 の 違 い が
よ く 分 か っ て お も
しろいな。

み ん な が 驚 く よ
う な お も し ろ さ の
ひ み つ を 伝 え た い
な。

ど ん な 工 夫 を す
れ ば ， 魅 力 的 な リ
ー フ レ ッ ト に な る
だろう。

早 く み ん な に リ
ー フ レ ッ ト を 紹 介
したいな。

違うお話なのに，
組 み 立 て が 同 じ だ
な 。 違 う 民 話 や 昔
話 も 読 み た い な 。

同 じ 本 を 選 ん だ
け れ ど ， ○ ○ さ ん
と は 理 由 の 部 分 が
違っていたよ。

こ の 話 は 知 っ て
い る け れ ど ， そ ん
な ひ み つ が あ っ た
んだね。

真 っ 青 な 顔 を し
て い た お じ い さ ん
が け ろ っ と し た 顔
に す っ か り 変 わ っ
て い る と こ ろ が お
もしろいな。

転 ば な い よ う に
し て い た お じ い さ
ん が ， と う げ か ら
ふ も と ま で 転 が り
落 ち る く ら い う れ
し か っ た ん だ ね 。

「 も う ３ 年 し か
…。」と言っていた
のに 10 0年とか 20 0
年 も 長 生 き で き る
と 言 っ て い て ， 変
わりすぎているよ。

世 界 に は ， い ろ
い ろ な 民 話 や 昔 話
が あ る ん だ な あ 。

4 0冊 全 部 読みた
い な 。 こ の 本 は ，
ど ん な 話 だ ろ う 。

民 話 と 昔 話 っ て
何 か 違 い が あ る の
かな。

み ん な ， い ろ い
ろ な 民 話 や 昔 話 を
読 ん で い る ね 。 日
本 だ け で も た く さ
ん の 民 話 や 昔 話 が
あるんだなあ。

わ た し の お 気 に
入 り の 一 冊 。 ど ん
な ふ う に す れ ば ，
民 話 や 昔 話 の お も
し ろ さ の ひ み つ を
見付けられるかな。

病 気 に な っ た お
じ い さ ん が ， ト ル
ト リ の お か げ で 元
気 に な っ た よ 。 ト
ル ト リ の 考 え が お
もしろいな。

お じ い さ ん は ，
真っ青になったり，
お い お い 泣 い た り
し て い る か ら ， と
て も 心 配 で 不 安 な
気 持 ち な ん だ な 。

お じ い さ ん の 病
気 は ど ん ど ん 重 く
なるばかりだから，
ま わ り の 人 も 言 い
伝 え を も っ と 信 じ
てしまいそうだな。

こ の 場 面 は ， お
じ い さ ん が 三 年 と
う げ で 転 ん で 病 気
に な る よ 。 事 件 が
起 こ っ た こ と が 書
かれているね。

お じ い さ ん は ，
「 ば か な 。 … 」 と
言 っ て い る か ら ，
ト ル ト リ の こ と を
信 じ ら れ て い な い
こ と が 分 か る よ 。

お じ い さ ん の 言
葉 か ら ， ト ル ト リ
の 言 葉 に 納 得 し た
こ と が 分 か る よ 。
お じ い さ ん の 気 持
ち が 変 わ っ た ね 。

こ の 場 面 は ， 事
件 が 解 決 し た こ と
が書かれているね。
前 の 場 面 と は ， お
じ い さ ん の 様 子 が
全然違うね。

歌 や う れ し そ う
に 転 が る お じ い さ
ん の 様 子 が 書 か れ
て い て お も し ろ い
な 。 ど ん な 風 に 読
む と い い だ ろ う 。

「 え い や ら え
いやら…。」の歌を
歌 っ た の は ， お じ
い さ ん か な 。 ト ル
ト リ が 元 気 付 け よ
う と し た の か な 。

こ の 場 面 は 「 む
す び 」 で ， 三 年 と
う げ で お じ い さ ん
が 転 ん で ， 元 気 に
な っ た 様 子 が 書 か
れているね。

春 も 秋 も 美 し い
と う げ だ と い う こ
と が 分 か る 言 葉 が
た く さ ん 書 か れ て
い る ね 。 わ た し も
見 て み た い な あ 。

恐 ろ し い 言 い 伝
え か ら ， な ぜ 「 三
年 と う げ 」 な の か
分 か っ た よ 。 み ん
な 言 い 伝 え を 信 じ
ているんだね。

こ の 場 面 は ， 物
語 の 「 始 ま り 」 だ
ね 。 登 場 人 物 や 場
の 紹 介 が さ れ て い
るね。



５ 本時の学習
(1) 本時の指導について

本時は，『三年とうげ』の「一番伝えたいおもしろさのひみつ」をグループや学級全体で話し合う。
それぞれの見方・考え方のよさや表現のよさに気付かせるとともに，主体的・対話的な学びを通して，
「一番伝えたいひみつ」の自分の考えを明確にしたり，作品への理解を深めたりできるようにする。
本時のねらいにせまるために，「話すこと・聞くこと」が苦手な学習者には，これまで読み進めてき

た各場面のワークシートを見返すことにより，物語の中で「一番伝えたいひみつ」を見付ける観点を
振り返ることができるようにし，自分の言葉で伝え合い，話し合うことができるようにする。次時か
らの民話・昔話のリーフレット作りのために，グループや学級全体で対話することを通して，おもし
ろさの観点の見付け方を再確認し，場面の移り変わりや物語の構成を意識したり，物語全体を捉え直
したりすることができるようにする。

(2) 目 標
① 活動目標

『三年とうげ』の「一番伝えたいおもしろさのひみつ」と「その理由」を話し合おう。
② 指導目標
『三年とうげ』の読み取りを通して，「一番伝えたいおもしろさのひみつ」への自分の考えをもち，
伝え合い，話し合うことによって，自分の考えを明確にしたり，作品への理解を深めたりできるよ
うにする。

(3) 展 開
学習活動 主な指導・支援 具体の評価規準

１ 本時のめあてをつかむ。 １ 前時までの学習を振り返り，本時の学
習のめあてをつかませる。

『三年とうげ』の「一番伝えたい ○これまでの学習を整理したものを掲示
おもしろさのひみつ」と「その理由」 しておく。
を話し合おう。

２ グループになり，それぞれの考え ２ 自分の考えを書いた付箋を用い，話し 文章を読んで
を話し合い，グループで「一番伝え 合わせる。 理解したことに
たいひみつ」について，話合いを広 ○これまでの文章の読み取りを生かし， 基づいて，自分
げ，深める。 自分の考えと同じ所や違うところを見 の考えをもって
○グループになる前に，自分が思う 付けながら，話し合うことができるよ いる。
「一番伝えたいひみつ」と「その うにする。 （発言・観察）
理由」を確認する。

３ グループの話合いを生かして，自 ３ 学習者の発言を整理して板書すること
分の考えを発表する。 によって，それぞれの意見の共通点や相

違点が明らかになるようにする。
○それぞれの場面がないと，『三年とうげ』
のおもしろさが伝わらないことに注目
し，文章の構造のおもしろさに気付か
せることができるようにする。

４ 「一番伝えたいひみつ」と「その ４ 「一番伝えたいひみつ」と「その理由」 作品のおもし
理由」を再考する。 について，友達と話合いをしてどうだっ ろさについて，

たのかを発表させる。 自分の考えを伝
○話し合うことのよさを学習者が感じら え合い，一人一
れるようにする。 人の感じ方など
○『三年とうげ』の読み方が，他の民話 に違いがあるこ
・昔話の本へと読み広げていく時の読 とに気付いてい
み方にもつながるということを確認す る。
る。 （ワークシート
○次時からは，友達に向けたリーフレッ ・発言）
トを作ることを伝え，意欲を高める。

(4) 本時の評価

「十分満足できる」と判断される状況 文章を読んで理解したことに基づいて，登場人物の気持ちやお
もしろさの観点に着目しながら「一番伝えたいひみつ」に対する
自分の考えを明確にするとともに，話し合うことで一人一人の感
じ方などに違いがあることに気付き，作品への理解を深めている。

「おおむね満足できる」状況を実現す 友達に伝える時の話型を示すことで，自分の考えを伝えること
るための手立て ができるようにする。

登場人物の気持ちやおもしろさの観点に着目することを再度確
認し，自分の考えを明確にできるようにする。


